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られる。

浮いている胞子は沈下している胞子とほとんど同様な
発芽行動をとるものであり，水深が深くなると胞子の発
芽が抑制される。ここで興味あることは，水面に浮いて
いる胞子もまた水深の深いときに発芽が抑制されること
である。しかし接触物や養分がある場合には抑制の度合
は少なくなる。浮いている胞子の発芽が水深;こよって変
化することについては何か重要な意味をもつもののよう
に考えられるか，この磯作については今後に究明したい。
附着器を作る場合には沈んでいるものや水際にあるも
のは底面に接触と同時に形成を始めるが，水滴中央にあ
るものは発芽管が伸長して何らかの基物に接触すると，
そこに附着して附着器を形成する，これらのことは，自
然下では，イモチ薗の胞子が必ずしも植物体に接触して
いなくとも侵入が可能となるものであることを示してい
る。また発芽や附着器形成”試験を行う場合には懸濁液
滴の上にカバーグラスをかIﾅて簿い水面とした方が均一
な発芽や附着器の形成を得る為に実験方法として好都合なものと考えられる。

水面に落ちた胞子は植物体に附着すれば殺生的にも腐
生的にも侵入し増殖することが可能なようである。

V摘要

1自然産のイモチ菌は水に浮き易いが，培地産のも
のば概して沈むものが多い。ゴマハガレ病菌の胞子，モ
ンガレ病菌，ショウキユウキンカク病菌，コグロキンカ
ク病菌等の場合も同様の傾向をもっている。培地を変え
ると，イモチ菌やゴマハガレ病菌の胞子の浮沈には差が
ないが，モンガレ病菌の菌核の浮沈に差が生じ，稲葉及
び大豆等の植物体をそのまま用いた培地上のものは，大
体沈下しがちであるが，寒天培地又は液体培地に形成さ
れた菌核は比較的浮き易い。

2培筵日数と胞子叉は菌核の浮沈の関係を見ると，
イモチ菌及びゴマハガレ病菌は日数による変化があまり

明瞭でないが，モンガレ病菌を馬鈴薯煎汁寒天略地に生

育せしめたものは初めは沈み易いが14～30日間には削合

浮き易い。しかし稲葉驍地を用いたものではあまり変化

がなく沈むものが多い。培餐温度と浮沈との|撹l係はあ室

り認められない。

3胞子又は菌核の発芽を浮沈別に見ると，イモチIi

ではその間に明らかな差が無い。しかし他の菌では沈ん

だものの発芽が不良である。水に浮いている胞子は接触

面が無いためか附着器形成は極めてよくない。胞子の発
芽は，水深によって左右されるもので，これは沈~ドした

胞子ばかりでなく，浮いている胞子にも明瞭にこのltm向
が見られる。

4懸濁液の表面にカバーグラスをかけておくと胞子

の発芽はよくなり，かつ斉一になる。特にこの傾向は水
深の深いときに見られる。附滴器形成の場合も|‘1様で．
これらの実験にはカバーグラスをかけた〃が便利なよう

である。水深の深い場合でも懸濁液の中に砂糖叉は稲蕊
等を入れておくと発芽抑制は少なくなる。

5イモチ菌胞子懸濁液の_上に他物葉片を浮べておく
と，胞子はこれを浸し，後にここに胞子形成を行う。／＜
稲苗に懸濁液を潅水すると，幼苗及び弱･'､品砿等では葉
鞘に病斑が形成される。
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イモチ菌胞子の飛散における水田と畑との差異
鈴木穂獄
（農林省北陸農業試験場）

イモチ菌の空中における浮溝状態を知ることは，イモ
チ病の伝染機作を知る上にも，また発生予察の面からし
ても重要なことであるが,この問題に関してはかなり多
くの研究がある。著者は水田と畑の両所において，イモ
チ菌の浮勝について調査中，両所においての胞子の浮淋
にやや異った点のあることに気がついたので，ここに報
告し，今後の参考に資したいと思う。

方法調査場所は，広い水田団地の中て蕊イモチ
の激発している5αの水田と，稲品種の葉イモチ抵抗性
検定圃場として用いている約,3αの畑で，ここもまた紫
イモチが激発していた。この両所に高さ2mで，所定の
高さにスライドグラスを静髄出来るようにした4cmの
角材を立て，これを利用して，7月下旬から8月'二句の
昼夜とも快哨の日，5日間を選んで，胞子の浮淋状態を

；

紺



イモチ病菌の継代培養による病原性の変動－79－

卜約60cm,畑で45cm第1表水田と畑に於ける胞子の飛散状況

1960年8月

調べた。この当時の稲の草丈は水田で約60cm,畑で45cm

位であった。

胞子採集の為のスライドグラスは草冠部，それより

30，60，90及び120cm上部の5ケ所に設置し，午前10時

に次のものと取りかえ，胞子数を調査した。

結果上記方法による調査結果を18mm2の胞子

数及び草冠部の採集数を100とした場合の比数をもって

示すと第1表の通りである。

この表によると，葉イモチの発生状態に差があったた

めか，水田と，畑とでは採集された数にかなりの相違を

み，畑の場合が非常に多かった｡両者の間に明確な差異

のあることは比数で見てわかるように,､水田の場合には

90～120cmの上部でもなおかつ草冠部の25～12%の胞子

数を得ることができるが，畑状態では90cmで12%,120

cmのところでは平均で僅かに5.5%であった。

このことは水田においては，潅慨水の存在するため

草冠からの
採典場所
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に，特に夜間の上昇気流が畑よりも盛んに動くためかと

も考えられる。水田を排水した場合，または陸稲の場合

のイモチ菌の空中浮海，従ってイモチ病の伝染の様相に

は異ったものがあると考えることができるのではあるま

いか。

イモチ病菌の継代培養による病原性の変動

下山守人

（長野県農業試験場）

イモチ病菌を培地の上で培養をつづけると，しばしば
1）

病原性に変動をきたすことが知られている。さきに栗林

は模型変異菌と母菌の病原性は異なることを認め，イモ

チ瓶菌の病原性はhyphalfusionによる雑種の結果変
8）

異することを示唆した。最近，山崎は培養中における菌

糸融合にともなって核の移行，および接合が起こること

を明らかにし，これによってDiploidizationおよび

Parasexualrecombinationが起こり，変異の1要因

をなすのではないかと考えた。また鈴木らはHyphal

2nastomosisは樛透圧および湿度によって著しい影響を
受けることを明らかにした。

一方また，イモチ柄菌を継代培養すると，胞子形成虹

は一般に低下する傾向があるが，これと病原性との間に
9》

は一定の関係は認められないことが分った。

著者は1956年よりイモチ病菌のraceに関する研究を

つづけているうちに，1年以上培養をつづけた一部の菌

株は，しばしば分離当初または前年と異なる病原性を示
す現象を認めてきた。これがanastomosisによるのか

または突然変異に由来するかは明らかではないが，ここ

ではまず継代培菱によって病原性がどのように変わるか

をraceとの関係において調べるために実験を行った。
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2共賦品種イモチ病に対する抵抗性の強弱から

選んだTe-Tep,Tadukan,長香稲，野懇梗，蒻支江，

関東51号，石狩白毛，ほまれ錦，銀河，農林22号，愛知

旭および農林20号の12品種を用いた。ただし1956～59年

にわたる病原性の変動を調べた試験では,TadukanjS

よび長香稲を除く10品種を，また極少raceの病原性の

変動を調べた試験では関東51号を除く11品種を用いた。

3菌の培養，接種および病斑型の検定1956年の

実験当初に用いた菌株のうち，同年に分離したものは1

菌株(長290）のみで，他の4菌株は分離後2～3年を経
過したものであり，また57年および58年の2カ年にわた

I実験材料と方法

1供試菌
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